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本プログラムの履修参加希望者は、 後

日お知らせする申請方法により 、 プログ

ラム参加希望の申込を 行って 下さ い。

参加者は、 １ 年生前期（ 4 月）から 募集

開始し 、 以降申込は随時受け付けます。

（ 各科目の履修方法については、 プログ

ラムを申込いただいた後、 改めてお知ら

せし ます。）興味のある授業科目のみ受

講することも可能です（ ただし 、 DXPBL

は除く ）。

※なお、 プログラムの申込をしていない場合でも、

規定の単位取得により 、 修了証の発行が可能で

す。 修了証の発行を希望する場合は、 随時、 事

務局までお問い合わせく ださい。

▶ 修了証がもら える！

本プログラムを通して経験し 学んだこと

は、 あなたにとって大きな財産になるは

ずです。 し かしそれは時間がたつにつれ

て色あせてし まう ものです。 卒業証書と

ともに思い出の品としてもう 一ついかが

でしょう か。

社会人になって修了証を見返すことで、

あらためて山口大学で

学んだ自分に誇り

を持ち、自信を深

めてもらいたいと

思います。

地 域 課 題 解 決 に

チ ャ レ ン ジ！！

修了証

年
次

1
必修 科目 選択必修科目（ １ 科目以上履修すること ）

DXに関する基礎知識を知り 、事例により その推進方法

について理解する。

※Yu-DXプログラムで指定する「 知の広場」を受講しない学生

（ 教育学部、 国際総合科学部、 医学部医学科、 工学部の

一部の学生）で Yu-DX への参加を 希望する 学生に は、

「 DX 概論」の授業で必要な部分を補講します。

● DXと は（ 知の広場の1コ マ）

地域の特性や地域が抱える

課題を認識し 、 自ら課題を設

定し 、 その解決にチャレンジ

するための素地を培う 。

● 地域学

データ 活用のための基本的素養であるデータ の活用

方法、 セキュリ ティ ・ モラルについて学ぶ。

● データ 科学と社会I・ I I

DX の推進が導く 知識集約型社会で 必要と なる知的財

産の知識を得る。

● 知的財産入門

山口県の歴史、 文化、 経済、 産業、 自然、 教育な ど

身近な 地域の特色を知り 、 地域社会の発展に寄与す

る能力や態度を身に付ける。

● 山口と 世界

DXの概念を理解し 、その実施方法を事例ベースで学ぶ。

● DX 概論

デジタ ル技術や知的財産に関する知識などを用いて

地域課題の解決方法を考え実践する PBL をおこなう 。

特に山口県内の企業・ 自治体と 連携し 、 課題解決方

法を提案する。

● DXPBL

データ サイエンスの基本的概

念およびデータ 分析の基礎的

な 技術を身に付ける。

● データ サイエンス技術関連科目

著作権法、 特許法、 知財情

報の分析と 活用、 も のづく り

と 知的財産、 種苗法、 技術

経営と 知的財産など。

● 知財展開科目

年
次
〜

2

※令和6 年度以降入学者は、 DXPBL履修開始までにDX 概論の単位を取得する必要があります。

    （ DXPBL履修申込は、 DX 概論の単位修得見込であれば可能です）。

mailto:ga110@yamaguchi-u.ac.jp
https://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~dxjinzai


01 Y u -D X プ ロ グラ ムと は

Yu-DX プロ グラムと は、 山口大学独自の「 地域の未来を 担う DX 人材育

成プログラム」です。 DX と は、 データと デジタル技術を活用して、 ニーズ

をもと にビジネスや社会、 私たちの生活に大きな変化をもたらし 、 新し い

価値を創出する取り 組みのこ と です。

近年では、 DX により 企業のビジネスを大きく 変えたり 、 様々な 地域課題

の解決を図ったり などの事例が多数あり 、 そのための人材が広く 求められ

ています。

0 4 Y u -D X プ ロ グラ ムの特徴

0 3 Y u -D X プ ロ グラ ムのロ ード マッ プ

年次～2年次～2年次1
山口県の歴史や文化、また世界と の関

わり 方について座学の講義を通して学

び、考える。またデータと デジタル技術

の活用に関する基本的素養を学ぶ。

具体的な 地域課題、企業課題と 向き

合い、より 深く 培ったD Xマイ ンド 、こ

れまで の知識や技能を用いてその解

決方法を考える。

地域社会が抱える課題や企業が直面

する 課題を自ら 発見し 、それら を D X

マイ ンド で もって 解決する 実践的な

演習を行う 。

実
力
U
P

❶やまぐ ちスピ リ ッ ト

❷グロ ーカ ルマインド

❸イノ ベーショ ン創出力

❼D Xマイ ンド

実
力
U
P

❸イノ ベーショ ン 創出力

❹協働力

❺課題発見力・ 解決力

❼D X マイ ンド

実
力
U
P

❹協働力

❺課題発見力・ 解決力

❻挑戦・ 実践力

❼D Xマイ ンド

入門 基礎 応用

Yu -D X プログラムは、 文系・ 理系を問わず、 所属する学部で専門分野の

学びを深めながら D X について体系的に学ぶこと のできるプ ログラムです。

教室で の授業により D X について幅広い知識・ 教養を習得すると と もに、

PBL（ Pro j ect Based  Lea rn ing ）の授業で それらを実践し ます。

プログラムを通して

 ・ 山口の暮らし や人々に向き 合っているからこそ実現できる DX

 ・ 山口で事業を営んでいる企業や組織だからこそ実現できる D X

を私たちの視点から 構想、 立案し ます。

「 DX 概論」の授業 D XPBL1（ サービスラーニング演習）

D XPBL2（ アント レプレナー演習） D XPBL3 ( 地域市民学演習）

0 4 協働力

目標を共有し 、その達成に向けて、お互いの能力・

立場を理解し 合いながら、 自分の立ち位置を意識

し た行動ができるよう なバランス感覚を育てます。

基礎 応用

02 グローカルマインド

グローバルな幅広い視野と 、 その視野の広さ を

活かし て地域固有の課題の解決に取り 組むこと の

できる柔軟性を養います。

入門

03 イノ ベーショ ン創出力

大きな変化に直面し ている私たちの生活において

求められる新し い価値を構想し 、 生み出すための

力を高めます。

入門 基礎

01 やまぐ ちスピリ ット

山口県は波乱に富んだ歴史、 美しい建造物、 魅力ある

自然環境、実績の高い製造業など様々な地域資源、学

問的素材の宝庫です。まずはこれをじっく りと学びます。

入門

06 挑戦・ 実践力

大学で身に付けた専門知識や技能を様々な場面

で活用し てみよう とする積極性、 実践に移そう と

する行動力を育成します。

応用

05 課題発見力・ 解決力

与えられた問題、 そのためのマニュアルではなく 、

自らの知識や技能を駆使し て課題を抽出し 、 解決

のためにその課題に向き合う 姿勢を身に付けます。

基礎 応用

07 D Xマインド

D X の意義を正しく 理解し 、 データ と デジタ ル技

術、 知的財産に関する知識などを用いて、 課題

解決を実践します。

基礎 応用入門

受講し た

先輩たちの声

文系

自分がおすすめするポイント としては、

日頃大学で座学が多い中で、

フィ ールド ワークを通してキャンパスを

出て勉強できるというところだと 思います。

文系

D X を通してチャレンジ精神をもって、

変化し 続けることを恐れずに進むことの

大切さを学び、 私自身も成長していきたい

と 思いました。

　 　 　 　 理系

　 　 　 この授業は学部、 学年、 学科

　 　 関係なく 学べると 思っています。

自分の成長し た姿に少しでもワクワク

するのであれば、 パソコンスキルは気にすることなく

安心して胸をはって申し 込んでほしいです。

文系

D X に関して

まとまった知識を得られるというところが

一番おすすめポイントと 思います。

0 2 Y u -D X プ ロ グラ ムで 育む７ つの力 ~ 地域の未来を拓く  し なやかなDX 人材~


